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Truth-to-life Narrative とジョイスの小説技法 
―Colbert Kearney 氏の論文について― 
 
奥 原   宇 
 
2010 年度の本学客員教授、Colbert Kearney 氏の寄稿に関し、論考のコンテクストについて
解題を書くようにとの編集部からの依頼を受けたので、以下に蛇足となるのを承知の上で氏の
論考の背景をなすジョイスの作品やその研究の文脈について簡単に説明したい。 
 
氏も論文中で述べているとおり、James Joyce が 20 世紀を代表する小説家であることに異
論をはさむ者はいないだろう。そしてその主たる根拠が小説技法の革新者としての功績に由来
することも大方の一致する点であろう。しかしながら、ジョイスの作品が高く評価されるのと
は裏腹に、その作品が、特に後期の作品が、一般に広く読まれているとは言い難い。その原因
がまた、彼の評価がよってくる小説技法のせいであるという入れ子現象によるものだというの
も妙な話ではある。 
カーニー氏の論文はその技法の根本をなしている、一般にジョイスが編み出したとされる意
識の流れ（stream of consciousness）、あるいは、内的独白（interior monologue）と言われる
技法が実際にどのような形で使われているか、またそのような技法を用いる作者の意図がどの
辺にあるかについて、truth to life という視点で論じたものである。 
ジョイスの最初の出版作品である Dubliners は 1914 年にロンドンの出版社 Grant Richards
から出版されたが、出版交渉が始まってから出版にこぎつけるまでに 9 年の歳月を要した。カ
トリックの影響の強いアイルランド社会や宗主国イギリスの顔色を心配しそのままの形での印
刷を拒む印刷所の意を受けて、たびたび修正や削除を要求する出版社と、それを拒むジョイス
との壮絶とも言えるやりとりは、彼の書簡集に生々しく残されている。論文冒頭にあるのはジョ
イスが Grant Richards にあてた書簡で、そこには Dubliners の出版意図についてジョイスの
マニフェストともいえるものが表明されている。何とか出版にこぎ着けたい作者は譲れるとこ
ろは譲りつつも、ある一線を越えては断固修正を拒絶した。それを支えたのが彼の truth to life
への希求、言い換えればリアリズムへの希求であると著者は論をおこす。そしてその truth to 
life を希求する過程で新しい技法が生まれてきたというのが氏の論の基本となっている。 
後に「意識の流れ」という名で同時代の作家やその後の小説家に大きな影響を与える技法の
萌芽はすでに第一作品集の Dubliners に見られる。氏が focalised narrative と呼んでいる技法
だ。これは、今日では Uncle Charles Principle という名で呼ばれることが多いが、登場人物
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特有の言語の癖をそのまま地の文に組み入れるという語りの技法をさしている。氏が例にあげ
ている Dubliners 中の 1 篇”Clay”(「土くれ」)で言えば、主人公マライアの職場の台所を表現
するのにクリシェイの多い narrative を使うのは一見文学言語としては失敗に見えるが、語り
手の介入なしにマライアが使いそうな表現を narrative 中で用いることで、読者をマライアの
世界に直接導き入れるのに資するというのである。 
この技法を発展させたものが、stream-of-consciousness と呼ばれるものである。focalised 
narrative が人物の言語の癖を narrative 中に混ぜ込むのに対して、stream-of-consciousness
では、人物の思考の中の言葉を narrative の中にそのまま組み込んでしまう技法である。ジョ
イスは Ulysses においてその技法を縦横に駆使し、我々読者を戸惑わせた。18 章からなるこの
小説の最初の 3 章は主人公の 1 人 Stephen の意識を中心に描かれているが、小説の冒頭の場面
が、ナポレオン来襲に備えてダブリン湾に作られた Martello Tower の１つに 3 人の若者が暮
らしているのだとわかるまでにかなりの時間を要する書き出しとなっている。そして、初読者
が必ず躓くのが論中に引用されている Chrysostomos という１語である。これは、マーテロ塔
に一緒に暮らす友人 Mulligan がミサのまねごとをしているのを不機嫌そうに見ながら
Stephen が心の中でつぶやく言葉なのだが、引用を見てもわかるように、他の narrative の部
分とまったく見分けのつかない形で挿入されているので、初めて読む者は戸惑わざるを得ない。
これはコンスタンティノープルの教父の名であり、もともとは「黄金の口」を意味するギリシ
ア語なのだが、ぺらぺらしゃべる友人の金冠をかぶせた口元を見ながら Stephen が苦々しく心
の中でつぶやいた言葉ということになる。こうして我々は Stephen という登場人物の視点で小
説世界を体験し、彼の心に寄り添うように小説の世界を受容していく仕掛けになっている。そ
れは同時に、高等教育を受け、ギリシア語やキリスト教会史に通じた知識人 Stephen の心の動
きに寄り添わなければならないことをも意味する。 
冒頭３章では Stephen の内面の視点から世界が展開されるために、読者は彼の複雑かつ知的
な心の働きに惑わされ続けることになる。マーテロ塔を訪れるミルク売りの老婆の姿は、
Stephen の心の中では、しばしば牝牛や老婆に喩えられてきたアイルランドと二重写しになる
のであるが、その心の動きもまったく指標なしに narrative のなかに埋められている。そして、
氏の論考は、初読者をもっとも惑わせる場面として有名な第３章で Stephen が海岸を散策して
いるときの心の動きの例をとりあげている。この場面は Stephen が人間の思考と外界との関係
について哲学的思索をめぐらしながらダブリン南郊の海岸を歩いている場面なのだが、自分の
叔母の家に通じる道に近づいたときに、叔母の家に立ち寄ろうかどうか迷う。そのとき彼は叔
母 の 家 に 行 っ た と き の こ と を 想 像 し 、 そ こ で 交 わ さ れ る で あ ろ う 会 話 を
stream-of-consciousness として頭に浮かべるのだが、これも他の思考とまったく区別なく文字
― 17 ― 
化されているため、読む者はあたかも彼が叔母の家に行ったかのような錯覚を覚えてしまうと
いう描き方がされている。 
以上見てきたように、Kearney 氏はいわゆる Stephen の章とされる Ulysses 冒頭の３章を
とりあげ、この中でジョイスが採用したトリッキーな技法を丁寧に追いながら、truth to life
という点から分析を試みている。ここで氏は true to life を作者が現実をいかにも現実らしくと
らえる技法であると同時に、それを読む読者が人生においてあたかも何の脈絡もなく外界や自
分の周囲の人物に接し、それらをとらえていく過程をなぞっているという意味でも true to life
なのだと主張しているが、Ulysses 後半部で展開されるいわば技法の爆発を考えるとき、示唆
に富むものと言えよう。 
